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研究成果の概要（和文）：本研究では、国語科におけるメディア・リテラシーの学習論の構築をめざして、現代英米の
国語科教育論におけるメディア・リテラシーの議論を考察し、「集団としての学習動機」について、その内容と実践へ
の組み込まれ方について明らかにした。また、国語科において写真を用いた学習プログラムを開発・実施し、写真メデ
ィアの解釈に強いこだわりをもつ学習者の実態を明らかにした。さらに、メディア・リテラシーの評価問題の事例分析
を試み、その課題を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this study, I examined a discussion of the media literacy in the modern 
British and American language arts education theory for the construction of the learning theory of the 
media literacy in language arts. And I clarified "the learning motive as the group" and discussed 
embedded one to the practice.In addition, I developed the learning program using the photograph in 
Japanese language education and carried it out and clarified the actual situation of the learner who had 
the feelings that were strong in interpretation of the photograph media. Furthermore, I tried example 
analysis of the issue of evaluation of the media literacy and clarified the problem.

研究分野： 教科教育学

キーワード： メディア・リテラシー

  ２版
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１．研究開始当初の背景 
我が国の国語科教育論においてメディ

ア・リテラシーの議論は 2000 年に入って、
にわかに活発になった。これは特にカナダの
メディア・リテラシー教育についての紹介を
機に、また国内における報道機関に対する認
識の変化、かねてからの情報化の議論など複
雑な要因を背景に登場したものであり、2000 
年に入って突然始まったものではない。とこ
ろが国語科におけるメディア・リテラシー教
育はその重なり合う原因を背景にいわば盲
目的に行われてきたとさえいえるものであ 
った。こうした状況からおよそ 10 年近く経
た現在、メディア・リテラシーという用語は
もはや一時の流行であったというような印
象さえ受ける。しかし国語科においてメディ
アを用いることは、学習者に身近なことばと
向き合い、コミュニケ―ションツールとして
ことばのあり方への認識にアプローチする
もののはずであり、そうした面からの「リテ
ラシー」の育成に関わるということであるは
ずである。こうした可能性を十分に持つメデ
ィアの活用は、これからの情報テクノロジー
の高度な発展のなかで国語科教育を考える
うえで、ますます重要になることは間違いな
い。 
こうした状況を踏まえ、国語科教育の議論

のなかでも、羽田潤(2012)、瀧口美絵（2011）、
奥泉香（2010）などの研究は、国語科におけ
るメディア利用の基礎を確実とするための
試みを続けており、それらは近年着実に成果
を挙げつつある。こうした研究の蓄積のうえ
に上記のようなアプローチの原理的な見解
が得られようとしている。筆者も、2011 年
に、『国語科におけるメディア・リテラシー
観の探究』として、これまでの研究をまとめ、
博士論文として提出した。この論文のなかで
は、我が国の国語科教育はもとより、英米の
国語教育論をも参照しながら、上記の問題を 
解決すべく、個々の取り組みの国語科教育学
への位置づけを可能にする理論の構築をめ
ざし、論を展開した。 
この論文のなかで、アメリカのメディア教

育論者である Henry Jenkins の理論を扱っ
た。彼は子どもたちが ICT の利用をもって
「参加型文化」と彼が呼ぶ文化を形成してい
ると論じ、そのなかで子どもたちの「読み」
は本をひとりで黙読するという形態だけで
はないものが現れてきていることを論じて
いる。そのうえで、彼はさまざまなかたちで
その「読み」を活用した授業のあり方を探っ
ている。彼の理論は何もメディア教育の文脈
だけで語られるものではない。Robert Dale 
Parker（2012）は、『文学をどう解釈するか
（How to Interpret Literature）』のなかで、
新 批 評 （ New Criticism ） や 構 造 主 義
（Structuralism）などと並列して読者反応
理論（Reader Response）を取り上げている
が、この中に「読者と新しいテクノロジー」
と題して Jenkins の論が引かれており、彼の

論が読者反応理論の一部を確かに形成して
いることがわかる。読者反応理論は、我が国
においては特に山元隆春（主に 1998、2005）
によって積極的に紹介・考察されてきた。こ
れによって子どもたちのテキストの理解方
略やその発達などが解明されるなど、山元の
国語教育学に対する功績は大きいものがあ
り、読者反応理論をより深めていくことは我
が国の国語教育にいまだ重要な仕事である。
ただし山元の関心は主に文学教材に向けら
れており、視覚メディアが中心となる絵本に
ついての考察も近年はなされつつあるけれ
ども、テクノロジーに関する考察はわずかで
あり、メディアの活用についての理論構築は
いまだ発展の可能性を残している。 
 
２．研究の目的 
以上のような背景から、本研究は国語科に

おけるメディア・リテラシー育成のための学
習論の構築をめざして、現代英米の国語科教
育論におけるメディア・リテラシーの議論を
詳らかにすることを目的とした。これによっ
て、国語の授業においてメディアを使うとい
うことが学習者のどのような反応を促すか
ということの解明、および国語学習にいかに
メディアが統合されるべきかについての知
見の蓄積、さらにそれらを統合した形で国語
科におけるメディア・リテラシー育成のため
の学習論の構築を行う。 
 
３．研究の方法 
 本研究においては文献調査が基本である。
メディア教育研究、および国語科教育研究を
対象とすることから、それに関係する諸論文、
諸書籍の収集・整理・考察が中心となる。そ
れらは、周辺の諸領域（批評理論、発達心理
学、教育学など）を複雑に取り込むかたちで
形成されていると考えられるので、そうした
諸領域の関係文献も調査の対象とする。手順
としては、 
（１）理論系文献の調査・考察 
（２）実践系文献の調査・考察 
（３）それらをまとめた国語教育学への援用

についての考察 
の順に行った。 
 
４．研究成果 
 研究開始の直後、Henry Jenkins らの著作
「Reading in a Participatory Culture」が
出版された。これは、米国の国語の授業（高
等学校）において『白鯨』をメディアを活用
しながら読ませる実践である。Jenkins らの
目的は、彼が参加型文化と呼ぶ現代の ICT 環
境において形成されている文化的現象を教
室の中に有効なかたちで取り込むことにあ
る。本研究における理論面での検討としては、
この著作の検討を中心的課題として、国語科
におけるメディア・リテラシー教育を開発し
ていくにあたって、「読者コミュニティ」お
よびその成立を助ける「集団としての学習動



機」に着目した。Jenkisn らは、「読む」とい
うことを以下の観点からモデル化している。 
 
① 読み手は書き手でもある 
② 「作者の意図」は、広範な協働的文化と

やり取りする作者を捉えるために、もっ
と広く定義される。 

③ 「読むこと」は、批判的で創造的なさま
ざまな実践の包括的用語である。 

④ 文学作品は、歴史的観点から考えたもの
や現代的視点を反映させたもなど、多様
なバージョンのある流動的なテクストで
ある。 

⑤ 読むことは社会的な意味創造活動である 
⑥ 教師と学習者はともに熟達者であり未熟

者である。 
 
そして、こうしたモデルを構成する「参加型
実践」を次のように定位する。 
 
① 読むことの動機：アイデンティティ発達

と協働的知識創造の行為としての読むこ
と 

② アプロプリエイションとリミックス：リ
ミックス実践を受け入れ、特定し、成り
立たせること 

③ 文化的空間を切り抜けること：社会的な
考えを明らかにし、複雑な文化的コンテ
クストのなかを柔軟に進んでいくこと 

④ 持続性と沈黙性：テクストの構成要素を
調べるストラテジーを発達させること 

 
このうち、「読むことの動機」で扱われる

ことがらが、学習を構成する最も重要な位置
づけを担っていると考えたのである。 
近年の学習論を構成する原理として、社会

構成主義的アプローチを挙げることができ
る。これは学習が個人的な思考によって構成
されるだけではなく、社会的な関わりによっ
ても構成されていくというものである。ヴィ
ゴツキー理論の再評価とともに、そうした学
習のあり方を探ることが国語科教育研究に
おいても課題となっており、グループ活動や
話し合いの組織について検討が進められて
いる。こうした研究と並行の関係を取り結ぶ
メディア・リテラシーの学習が「Reading in 
a Participatory Culture」においても示さ
れていると考えられる。とくに、実践開発に
おいて心理学的な議論のベースを担ってい
る Daniel T. Hickey の理論から実践を捉え
る枠組みを援用し、「読者コミュニティ」の
成立の条件を以下の 5点に整理した。 
 

① アイデンティティと読むことの動機の関
係の理解 

② 複数のアイデンティティが読むことを営
む自己を構成するということの理解（読
者としての自己理解） 

③ テクストを理解する道具の習得 
④ １～３の様子を共有することによる、協

働的実践の価値の理解 
⑤ ファンコミュニティーに見立てた読者コ

ミュニティ概念の理解 
 

このうち、１と２に「 Reading in a 
Participatory Culture」のインターネット
上における指導書「教師用戦略ガイド」の動
機づけの対象は集中する。それは「読者コミ
ュニティ」をなぜつくらないといけないのか
ということ、それもなぜ教室内でつくらなけ
ればならないのかということそのものを学
習者たちに問うていくアプローチであり、
「集団としての学習動機」を教室に形成する
ものである。集団としてのアイデンティティ
の保ち方と個人としてのアイデンティティ
の保ち方の間にある葛藤を他者とのやりと
りの中で調整される場が、学習のはじめに構
成させられていることになる。 
こうした学習構成が必要であることは、実

際に国内で行った実践においても見えてき
た。本研究の一貫として、愛知教育大学附属
名古屋中学校において、3 年生のクラスを対
象に 2013 年 6 月の第 2、3 週のあいだ、「一
枚の写真を読もう」という単元を設け、実践
を行った。そこでは、写真テクスト分析を詳
細に行う学習者の姿が見られたが、なかでも
解釈に強いこだわりをもつ学習者の存在が
浮き彫りになった。ワークシートの記述や授
業内における発言から、その学習者が他者の
意見を聞き入れつつも、自らの解釈を固く手
放そうとしない。それは、真に表われたいく
つもの要素を解釈し、複合的にそれを組み合
わせてひとつの主題を導くという思考の流
れが、学習者に一貫性への要求を大きくし、
解釈を固持させたのだと考えることができ
る。つまり、写真テクスト分析方法そのもの
がもつ解釈へのこだわりである。しかし、こ
れは「「作者の意図」は、広範な協働的文化
とやり取りする作者を捉えるために、もっと
広く定義される」ことや、「 「読むこと」は、
批判的で創造的なさまざまな実践の包括的
用語である」といった参加型の読みのモデル
とは異質なものでもある。いかに教室内にお
ける学習を「読者コミュニティ」の成り立つ
場として考えるか、そしてそのための「集団
としての学習動機」をいかに調整することが
できるかという点が実践開発における課題
として挙げることができる。 
最終的に、本研究は学習を意味あるものと

してまとめるために必要な評価の問題に取
り組んだ。この点に関しては、英国の評価試
験問題（GCSE）を分析・検討した。中心的に
検討した問いは記述式、あるいはデザインと
いうかたちで表現することを求める問題で
あるが、評価される中心はあくまで表現され
るメディアに対する知識理解のあり方であ
った。そして、その知識理解はメディア・リ
テラシー教育が目標とする批判的な思考を
直接的に問うことから判定するようなもの
ではないものであった。そうではなく、創作



的な活動を行わせるなかで、提案の「効果」
の記述として現れるのである。したがってそ
れらに対するメタ的な認識がどのようなも
のであるかは明確に問うてはいない。この点
をいかに捉えるかが大事な観点になると考
えられる。 
本研究で明らかにしてきたことは、メディ

ア・リテラシー教育の学習を構成する原理と
して、以下にまとめることができる。 
 
・アイデンティティと読むことの動機の関
係についての理解に学習者が意識的にな
ること 

・複数のアイデンティティが読むことを営
む自己を構成するということの理解をも
たらすこと 

・視覚的メディアのテクスト分析は、方法
論によって学習者に強いこだわりを持た
せてしまうこと 

・創造的な活動における評価指標を開発す
ること、また、その際にはメタ的認識を
問うべきであること 

 
本研究では視覚的メディアとして写真を

中心的な教材として扱った。もちろん、異な
るメディアであれば異なる学習の原理が導
かれることになると思われるが、多様なメデ
ィアを一括りにして扱うことは注意しなけ
ればならない。上記の学習構成の原理は、さ
らに具体的なメディア教材においていかに
実現可能であるかということについて詳ら
かにすることが必要である。国語学習にいか
にメディアが統合されるべきかという本研
究の目標も、その考察とともに十分に達成さ
れることがらであると考える。 
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